
      
 

         
 

            
 
   

二条地区 

世帯・人口動向 

４月末現在 

世帯数 

264 

高齢化率 

52.4％ 

人口合計 

500 

男性 女性 

224 276 

 

ピカルン ピカリン 

 
 

 

 

二
条
コ
ラ
ム 

お
姫
様
の
長
刀
と
鐘 

 
 上

黒
谷
の
勝
本
家
の
方
に
は
お
姫
様
の
鐘
が
伝
わ
っ

て
い
る
。
長
刀
は
戦
後
に
供
出
し
た
と
い
う
。 

 

こ
の
鐘
、
長
刀
に
は
次
の
よ
う
な
物
語
が
伝
わ
っ

て
い
る
。
昔
、
下
黒
谷
の
原
城
が
敵
に
攻
め
ら
れ
た

時
、
姫
様(

十
七
歳
か
十
八
歳)

は
一
族
が
皆
討
死
し

た
が
、
一
人
残
り
命
か
ら
が
ら
走
り
逃
れ
、
八
反
田

の
勝
本
家
に
救
助
を
求
め
て
来
ら
れ
た
。
そ
の
時
、

持
っ
て
来
ら
れ
た
の
が
こ
の
鐘
と
長
刀
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。 

 

こ
の
鐘
は
戦
時
中
、
戦
勝
祝
の
提
灯
行
列
を
や
る

時
は
持
ち
出
し
て
行
列
の
先
頭
で
カ
ン
カ
ン
と
打
ち

鳴
ら
す
の
が
例
で
あ
っ
た
そ
う
だ
。 

 

戦
は
終
わ
っ
た
が
一
族
皆
戦
死
し
て
行
き
場
を
失

っ
た
お
姫
様
は
、
そ
の
ま
ま
勝
本
家
と
の
男
と
結

婚
し
年
老
い
て
勝
本
家
で
亡
く
な
っ
た
。
今
お
姫

様
の
墓
は
勝
本
家
の
墓
地
に
あ
る
。
法
名
は
釈
正

妙
信
女
で
、
こ
の
墓
は
大
正
八
年
三
月
二
十
五

日
、
勝
本
兼
蔵
多
平
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
の
で

あ
る
。 

 

位
碑
は
勝
本
家
の
仏
壇
に
納
め
ら
れ
て
い
る
。

亭
禄
二
年(

一
五
二
九
年)

十
二
月
二
十
九
日
と
あ

る
。 

 

こ
の
戦
は
こ
の
地
方
が
津
和
野
の
吉
見
家
に
属

し
て
い
た
時
、
吉
見
家
と
七
尾
城
の
益
田
家
の
大

戦
と
な
り
、
結
果
は
髙
津
以
西
小
川
須
佐
方
面
ま

で
、
益
田
家
の
占
領
す
る
と
こ
ろ
と
な
る
戦
い
の

物
語
で
あ
ろ
う
。
今
残
っ
て
い
る
鐘
は
直
径
二
十

セ
ン
チ
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
次
の
文
字
が
刻
ま

れ
て
い
る
。 

「
石
見
国
住
養
辰
坊
道
慶 

昌
順
妙
忍
妙
善
」 

   

  

落
と
し
物
の
お
知
ら
せ 

公
民
館
付
近
で
落
と
し
物
が
あ
り
ま
し
た
。 

心
あ
た
り
の
あ
る
方
は
二 

条
公
民
館
ま
で
お
越
し
く 

だ
さ
い
。 

 

今
年
も
二
条
川
の
ホ
タ
ル
の
季
節
が 

や
っ
て
き
ま
し
た
！ 

 

３
密(

密
閉
・
密
集
・
密
接)

に
注
意
し
て
観
賞
し
ま
し
ょ
う
！ 

 

鑑
賞
す
る
際
は
必
ず
マ
ス
ク
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

★
オ
ス
ス
メ
観
賞
場
所
★ 

・
黒
周
中
倉
地
区
付
近 

・
柏
原
ほ
た
る
公
園
前
学
舎
橋
付
近 

 

ホ
タ
ル
鑑
賞
マ
ナ
ー 

①
ホ
タ
ル
は
強
い
光
を
嫌
い
ま
す 

車
の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
は
消
し
、
懐
中
電
灯
や
カ
メ
ラ
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ 

等
も
控
え
ま
し
ょ
う 

②
ホ
タ
ル
が
棲
み
よ
い
環
境
に
！ 

 

ホ
タ
ル
は
キ
レ
イ
な
川
が
好
き
で
す
。 

ゴ
ミ
は
必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う 

③
草
む
ら
に
は
な
る
べ
く
入
ら
な
い 

ホ
タ
ル
を
踏
ん
で
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
な
る
べ
く
立
ち
入 

ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う 

④
ホ
タ
ル
を
捕
ま
え
な
い 

ホ
タ
ル
は
寿
命
が
短
い
生
物
で
す
。
故
意
に
連
れ
て
帰
ら
な
い
よ
う 

に
し
ま
し
ょ
う 

⑤
近
隣
住
民
へ
の
配
慮 

住
民
の
方
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
、
大
き
な
声
や 

物
音
を
出
さ
な
い
で
鑑
賞
し
ま
し
ょ
う 

高
齢
者
向
け
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
開
始 

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
始
ま
り
ま
す
。 

〈
予
約
開
始
〉
５
月
31
日(

月) 

〈
接
種
開
始
〉
６
月
14
日(

月) 

予
約
方
法
等
、
詳
細
は
広
報
ま
す
だ
６
月
号
を
ご
確
認
下
さ
い 

プ
ル
タ
ブ
回
収
運
動
ス
タ
ー
ト
！  

今
年
度
よ
り
二
条
公
民
館
で
は
ア
ル
ミ
缶
の
ふ
た
部
分
「
プ
ル

タ
ブ
」
の
回
収
を
開
始
し
ま
し
た
。
集
め
た
プ
ル
タ
ブ
は
、
一
般

社
団
法
人 

環
公
害
防
止
連
絡
協
議
会
に
送
る
と
、『
車
椅
子
』
に

生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
プ
ル
タ
ブ
を
お
持
ち
の
方
は
、
二
条
公
民

館
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

 

既にたくさん 

持って来ていた 

だいております 

※
ス
チ
ー
ル
缶
は 

回
収
し
て
お
り
ま 

せ
ん 

ココ 

黒ふちのメガネ 

公民館前駐車場

にありました 

黒色の帽子 

公民館内広間に

ありました 

▶
５
月
14
日 

５
月
15
日
▼ 



          
 
 
 

 
 
 
 

  
 

日 月 火 水 木 金 土 

5/30 5/31 1 2 3 4 5 

  桂平小田植え     

6 7 8 9 10 11 12 
   二条歴史読み

合わせ教室 

明誠高校キャリ

アサポート 

シニア向けスマホ 

教室【中止】 

 

13 14 15 16 17 18 19 

        

20 21 22 23 24 25 26 

父の日        広報配付予定日  

27 28 29 30 7/1 7/2 7/3 

  

 

    

６月の主な行事予定 

６月 巡回 診療予定日 
●医師会病院二条出張所 

８日（火）13：30～16：00 医師会病院(岩本医師) 
22 日（火）13：30～16：00 医師会病院(岩本医師) 

●柏原診療所 
４日（金）13：30～16：00 たかせ内科 

18 日（金）13：30～16：00 松本医院 

※柏原診療所につきましては、診療時間に関わらず 

患者さんの診察が終わり次第閉所します 

※行事の中止・変更等のお知らせは 
主に告知端末で地区内に放送されます 

イベントについて 三密(密閉・密集・密接)に気をつけて

行います。必ずマスク着用のうえ、ご参加ください。 

第 12 回二条歴史読み合わせ教室 

日時：6 月 9 日（水）13：30 ～ 15：00 

場所：二条公民館 

参加費 100 円（茶菓子代） 

内容： 二條村物語を一緒に読みます。 

申込〆：前日までに二条公民館へご連絡ください 

※詳しくはチラシをご確認ください。 

燃やせる 

燃やせる 

燃やせる 

容器プラ 

燃やせる 

埋め立てる 

資源 

容器プラ 

発泡スチ 

 

燃やせる 

【中止】シニア向けスマホ教室 

日時：6 月 11 日（金）10：00 ～ 12：00 

場所：二条公民館 

参加費：無料 

講師：KDDI 株式会社 講師 

定員：13 名  

内容：まだスマートフォンをお持ちでない方対象です。 

申込〆：前日までに二条公民館へご連絡ください。 

※詳しくは 4 月 27 日にお配りしたチラシをご確認ください。 

 人数に限りがあります。お早めに申込みください。 

燃やせる 燃やせる 

生活バス ・ 乗合タクシー運行カレンダー変更について 
(二条・後溢線) （桂ヶ平・黒周線） 

4/16 から運行時刻の一部変更があります。５月末の広報と一

緒に各戸配付しておりますので、ご確認のほど宜しくお願いします。 

■生活バス 往路便 

【変更前】             【変更後】 

 

 

 

 

 

 

 

 

■乗合タクシー 

毎週水・金曜日のみ運行するダイヤ（石見交通バス二条線） 

中西小学校前【変更前】18:01→【変更後】17:58 

容器プラ 

燃やせる 

燃やせる 

資源 

 
当日はデモ機を 

使用します 

通
常
ダ
イ
ヤ 

第
２
・
４
火
曜
日

特
別
ダ
イ
ヤ 

通
う 

燃やせる 

新型コロナウイルス感染拡大による 

感染防止の為、【中止】となりました。 

多数の申込みをしてくださった皆さま 

大変申し訳ございませんが、 

ご理解、ご了承のほどよろしくお願いし

ます。 


